
◇ 第５０回薬剤師実践塾 研修会報告 ◇

〇日 時：平成31年3月10日（日） 10:00～17:00

〇場 所：神戸薬科大学 11号館4階 第１，２演習室

〇テ ー マ：在宅医療に必要なアセスメント

〇講 師：神戸学院大学薬学部 臨床薬学部門
教授 白川 晶一 先生
＜タスク＞
講師 中本 賀寿夫 先生
実習助手 鳥井 栄貴 先生

〇受講資格：現役薬剤師

〇受講者数：14名

【タイムテーブル】
10：00～ 開会挨拶

全体の実習 （鳥井先生，中本先生，白川先生）

10：05～ トリアージを含めた症例検討
加齢にともなうからだの変化、実習書解説

12：30～ 昼休憩

13：30～ 脈拍・上肢の血圧測定，聴診器の使用法
ピークフローメーター，実習書解説

グループ別の実習
（鳥井先生） （中本先生） （白川先生）

自己血糖測定
BLS基本説明

高機能シミュレーター

（生体反応および薬物
投与反応）

輸液・栄養ルート

音叉・ハンマー（打腱
器）体温検査

14：30～
（各40分）

Aグループ Bグループ Cグループ
Bグループ Cグループ Aグループ
Cグループ Aグループ Bグループ

16：30～ 休憩

16：40～
16：55

椅子使用による下肢の血圧測定（デモ），
在宅医療に必要なアセスメントのまとめ及び質疑応答、アンケート記入

16：55～ 閉会挨拶

17：00 散会



【研修会風景】

『神戸学院大学薬学部 臨床薬学部門
教授 白川 晶一 先生による講義』

まずは受講者の方々の
シェイクハンドから始まりました。

「トリアージを含めた症例検討」グループディスカッション・発表

脈拍、上肢の血圧測定 聴診器の使用法

グループ別実習で使用した機器備品

アセスメント学習用
等身大実習モデル さくら

高機能患者シミュレーター
“METI-man”

AEDトレーナー



受講者からのアンケート（今後、『在宅医療』に携わるために、どのような研修内容を希
望するか、抜粋）
・本当にやっている人の実践内容を聞きたい。
・栄養、経口不可能の時の対応等
・災害対応等
・コミニュケーションやコーチングなどのノンテクニカルスキルが重要だと思いました。
・症例検討
・多種の患者様の対応（様態の特徴）、検査値の解析、薬剤の相互作用
・往診同行に必要なスキルの習得
・フィジカルアセスメント、ポリファーマシー
・薬の相互作用について etc

『グループ別実習』

BLS基本説明自己血糖測定

高機能患者シミュレーター “METI-man”
（生体反応および薬物投与反応）

輸液・栄養ルート 音叉・ハンマー（打腱器）体温検査


